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【表紙解説】

都市型火災の現状と未来

阪神淡路大震災による火災を経て、まだ大規模都市火災の危険性

があることが認識されるようになり、「市街地火災延焼シミュレ

ーションプログラム」や、延焼の原因となる「火の粉の飛散シ

ミュレーション」などの研究が進んできた。エレベーターの火

災対策の取り組みも進んでおり、東芝エレベータでは「エレベ

ーター遮煙のりばドア」や「火災時管制運転装置」などで、火

災時の安全性の確保に取り組んでいる。

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」

Vol.8 に対するご感想をお聞かせください。抽選で

10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は、投擲型消火器「投げ消すサット

119」です。火元に向けてただ投げつけるだけの

簡単な使い方で消火することができます。

●応募方法

同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見

をお送りください。

●締め切り

2007年1月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

03 -09 特集●シリーズ「防災を科学する」

 火災と都市・交通

 密集地域などに発生する
 都市型火災に備える
10-15 連載●エレベーターの未来形

 ボタンインタフェースを
 さがす

16 -19 連載●安全快適なエレベーターを支える

 メンテナンステクノロジー&リスクコミュニケーション

 集合住宅
 積村ビル管理株式会社

  20 交通の快楽

 PTPSが実現した
 快適なバスの運行

vol.8  2006

vol.8 2006
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

「地震時の対処方法」掲示用チラシを

つくりました

東芝エレベータでは、エレベーターの利用者を対象

に、地震時のエレベーターの運行方法や停止した場

合の対処方法をお知らせする掲示用のチラシを作成

しました。下記の Web サイトより印刷用データが

ダウンロードできますのでご活用ください。

●地震リスクコミュニケーション

http://www2.toshiba-elevator.co.jp/

elv/common/contents/products/

conservative/quake/index.jsp
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特
集
●
シ
リ
ー
ズ
「
防
災
を
科
学
す
る
」

火
災
と
都
市
・
交
通

密
集
地
域
な
ど
に
発
生
す
る

都
市
型
火
災
に
備
え
る

「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
の
街
に
と
っ
て
火
災
は
大
き
な
災
害
で
あ
っ
た
。

紙
と
木
で
大
半
の
建
築
物
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
江
戸
の
昔
と
は
違
い
、
消
防
力
の
進
歩
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
、
耐
火
性
の
高
い

木
造
建
築
な
ど
建
築
物
の
不
燃
化
が
進
ん
だ
現
在
、
都
市
の
大
火
災
は
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
火
災
は
江
戸
の
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
日
常
生
活
に
お
け
る
不
注
意
が
引
き
起
こ
す
災
害
で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
「
防
災
を
科
学
す
る
」
第
４
弾
と
な
る
今
号
で
は
「
火
災
」
を
取
り
上
げ
、
特
定
の
市
街
地
に
お
け
る
火
災
状
況
を

予
測
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
実
デ
ー
タ
に
基
づ
く
避
難
経
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
市
街
地
火
災
研
究
の
最
新
動
向
や
、

東
京
都
に
お
け
る
新
た
な
防
火
安
全
対
策
な
ど
を
み
て
い
く
。

画像提供：消防研究センター／日本空港ビルデング株式会社
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増
え
る
都
内
の
事
務
所
火
災

　

２
０
０
１
年
９
月
、
新
宿
・
歌

舞
伎
町
で
発
生
し
た
雑
居
ビ
ル
火

災
の
衝
撃
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

　

飲
食
店
な
ど
が
入
居
す
る
４
階

建
て
ビ
ル
の
３
階
踊
り
場
付
近
か

ら
出
火
し
、
４
階
に
い
た
全
員
を

含
む
44
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
の
統
計
に
よ
れ

ば
、
２
０
０
５
年
に
お
け
る
火
災

の
発
生
件
数
は
５
万
７
４
６
０
件
、

前
年
よ
り
約
５
％
ほ
ど
減
少
し
て

い
る
が
、
住
宅
火
災
は
０
･
３
％

ほ
ど
増
え
て
い
る
。
死
亡
者
は
２

１
９
５
人
で
、
前
年
比
９
・
５
％

増
で
あ
る
。
こ
れ
を
東
京
都
だ
け

に
絞
っ
て
み
る
と
状
況
は
さ
ら
に

鮮
明
に
な
る
。

　

東
京
消
防
庁
の
『
平
成
18
年
版

火
災
の
実
態
』
に
よ
れ
ば
、
２
０

０
５
年
の
建
物
火
災

は
３
９
７
９
件
と
前

年
よ
り
３
･
８
％
増

加
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
事
務
所
火
災
だ
け
見
る
と
、

過
去
５
年
で
最
も
多
い
１
５
２
件

を
記
録
し
た
。

　

市
街
地
火
災
に
詳
し
い
建
築
研

究
所
防
火
研
究
グ
ル
ー
プ
上
席
研

究
員
の
林
吉
彦
氏
は
こ
う
語
る
。

　

「
建
物
構
造
や
町
並
み
は
昔
と

は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
大
規

模
な
市
街
地
火
災
は
も
う
起
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
火
災

が
そ
ん
な
幻
想
を
打
ち
砕
き
ま
し

た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
大
都
市
圏

を
は
じ
め
、
全
国
至
る
と
こ
ろ
に

木
造
の
密
集
地
域
は
た
く
さ
ん
残

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
国
土
交
通

省
の
見
解
で
は
、
い
っ
た
ん
地
震

な
ど
が
発
生
す
れ
ば
市
街
地
大
火

と
な
り
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
る

恐
れ
の
あ
る
密
集
市
街
地
は
全
国

で
２
５
０
�
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
木
造
住
宅
が
密
集
し
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
大
火
の
危
険

性
が
極
め
て
高
い
密
集
市
街
地
は

80
�
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
半

分
は
東
京
と
大
阪
に
存
在
し
て

お
り
、
東
京
直
下
型
地
震
や
太

平
洋
沿
岸
の
海
溝
型
地
震
発
生

の
危
険
が
高
ま
る
な
か
、
早
急
な

防
災
、
防
火
対
策
が
必
要
で
す
」

市
街
地
火
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

ビ
ル
火
災
の
現
状

都
市
火
災
と
は
何
か

▲図2　延焼危険度マップ （提供： 財団法人国土技術研究センター）

市街地火災延焼シミュレーションモデルを組み込んだ防災まちづくり支援

システムでは、　実際の市街地の延焼危険度を評価できる。同システムに

は防災アクティビティシミュレーションモデルも組み込まれており、避難、

消防活動、救出活動に関する危険度も評価できる。

●市街地火災延焼シミュレーションモデル

　及び防災アクティビティシミュレーションモデル（国土技術政策総合研究所）

　http ://www.nilim.go.jp/lab/jdg/result.htm

●防災まちづくり支援システム（同システム普及管理委員会）

　http://www.bousai-pss.jp/

▲図1　火災風洞実験棟（提供：建築研究所）

建築研究所が火災や煙に対する風の影響を解明する

ために建設した大規模実験施設。有風下における火災や煙

の性状を実スケールで研究できる施設は、世界的に

見てもユニークであり、米国政府研究機関の N I ST

（米国標準技術研究所）とも森林火災や市街地火災に

関して共同実験を行っている。

都

市

火

災

を

え

る

林 

吉
彦 

氏

独
立
行
政
法
人

建
築
研
究
所

防
火
研
究
グ
ル
ー
プ

上
席
研
究
員

お話を伺いました！

山
田 

常
圭 

氏

総
務
省
消
防
庁

消
防
大
学
校

消
防
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
企
画
部
長

お話を伺いました！

 125 1 5 31 88 594 580 295,477 - 13

 112 3 - 29 80 1,532 535 368,609 2 8

 113 1 2 30 80 548 464 330,283 - 18

 138 3 1 31 103 1,109 564 211,777 - 20

 152 3 3 36 110 688 787 170,286 - 14

▲表1　東京消防庁管内における最近 5年間の事務所火災状況（提供：東京消防庁）

出火原因はたばこが最も多く、次いで放火となっている。

2 0 0 1

2 0 0 2

2 0 0 3

2 0 0 4

2 0 0 5

江
戸
が
何
度
も
大
火
に
襲
わ
れ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
市
街
地
に

と
っ
て
火
災
は
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
現
代
で
は
ビ
ル
な
ど

耐
火
・
防
火
建
物
が
増
え
る
に
つ
れ
て
火
災
の
恐
ろ
し
さ
が
忘

れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
実
は
高
層
ビ
ル
で
さ
え
危
険
は
潜
ん
で

い
る
。
都
市
火
災
の
最
前
線
の
研
究
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

年

別

火 災 件 数

小

計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

損

害

額
（
千
円
）

負

傷

者

死

者

焼
損
表
面
積
（
�
）

焼
損
床
面
積
（
�
）
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シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
防
災

　

建
築
研
究
所
は
、
国
土
技
術
政

策
総
合
研
究
所
と
共
同
で
実
際
の

市
街
地
に
お
け
る
火
災
の
広
が
り

状
況
を
予
測
す
る
「
市
街
地
火
災

延
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
開
発
し
た
。

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

実
際
の
市
街
地
の
建
物
形
状
・
階

数
・
構
造
・
用
途
、
道
路
、
空
き

地
・
緑
地
、
風
向
な
ど
の
デ
ー
タ

を
入
力
し
、
任
意
の
建
物
か
ら
出

火
さ
せ
る
と
、
１
分
ご
と
に
ど
の

よ
う
に
火
災
が
拡
大
し
て
い
く
か

を
調
べ
ら
れ
る
。
こ
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
は
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
か
ら
無
償
入
手
で
き
、
パ
ソ
コ

ン
で
動
作
可
能
だ
。

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

建
築
研
究
所
が
保
有
す
る
世
界
的

に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
全
長
60
m
の
火

災
風
洞
実
験
施
設
で
実
際
に
有
風

下
で
火
災
を
起
こ
し
て
収
集
し
た

デ
ー
タ
か
ら
作
ら
れ
て
お
り
、
信

頼
性
も
実
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

 

「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
核
と
し
た

�
防
災
ま
ち
づ
く
り
支
援
シ
ス
テ

ム
�
を
わ
れ
わ
れ
は
地
方
自
治
体
に

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
活

用
す
る
と
ま
ち
の
防
災
上
の
弱
点

が
見
え
て
き
ま
す
。
５
段
階
で
危

険
度
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
防
災
対
策

の
危
険
評
価
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

行
政
と
住
民
が
協
議
す
る
た
た
き

台
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
林
氏
は
語
る
。

超
高
層
ビ
ル
も
火
災
の
危
険

　

防
火
区
画
で
仕
切
ら
れ
て
い
る

た
め
、
火
災
に
強
い
は
ず
の
ビ
ル

も
、
冒
頭
の
歌
舞
伎
町
雑
居
ビ
ル

の
よ
う
な
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
の
消
防
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
企
画
部
長
の
山
田
常

圭
氏
は
こ
う
語
る
。

　

「
歌
舞
伎
町
の
ビ
ル
で
は
、
防

災
の
拠
点
で
あ
る
は
ず
の
階
段
で

火
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ビ
ル
火

災
は
階
段
、
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ダ
ク
ト
な
ど

�
た
て
穴
区
画
�
で
起
き
る
こ
と

が
多
く
、
た
て
穴
か
ら
の
延
焼
や

煙
に
よ
っ
て
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
」

　

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
煙
突
効
果
だ
。

消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
歌
舞

伎
町
の
火
災
を
再
現
す
る
た
め
に

実
物
大
の
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
階

段
に
可
燃
ゴ
ミ
を
置
い
て
燃
や
し

た
と
こ
ろ
、
3
階
か
ら
５
階
ま
で

延
焼
す
る
の
に
わ
ず
か
５
、
６
分

だ
っ
た
。
逃
げ
遅
れ
た
の
も
無
理

は
な
い
。

　

山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
都
市
部
を

中
心
に
中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
火

災
も
増
え
て
お
り
、
バ
ル
コ
ニ
ー

や
外
壁
を
伝
わ
っ
て
延
焼
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。

　

１
９
９
６
年
に
起
き
た
広
島
県

基
町
の
20
階
建
て
高
層
住
宅
火
災

で
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
が
腰
壁
ア
ク

リ
ル
板
で
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
に

９
階
か
ら
出
火
し
、
20
階
ま
で
延

焼
し
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
用
高
層
ビ
ル
も
例
外

で
は
な
い
。
海
外
で
は
２
０
０
５

年
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で

32
階
建
て
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

の
21
階
か
ら
出
火
し
て
ほ
ぼ
全
焼

し
た
。
諸
外
国
で
も
超
高
層
ビ
ル

火
災
は
起
こ
っ
て
い
る
。

「
日
本
で
は
防
火
区
画
が
十
分
に

施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
適
切
な

消
火
活
動
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、

上
の
階
に
延
焼
し
、
一
棟
炎
上
も

あ
り
う
る
」
と
山
田
氏
は
語
る
。

　

高
層
ビ
ル
だ
か
ら
安
心
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
だ
。

図
3　

実
物
大
モ
デ
ル
を
用
い
た
5
層
階
段
室
火
災
実
験 

（
提
供

：

消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
）

2
0
0
1
年
に
起
き
た
新
宿
歌
舞
伎
町
雑
居
ビ
ル
火
災
を
実
物
大
モ
デ
ル
で
再
現
し
た
。
5
分
３０
秒
経
過
時
点
で
5
階
ま
で
火
の
海
に
な
っ

て
い
る
。

バーチャルリアリティーで
火災現場を疑似体験

　

東
京
都
調
布
市
に
あ
る
消
防

研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
技
術
を
利
用

し
た
火
災
の
疑
似
体
験
ル
ー
ム

が
あ
る
。
実
験
や
調
査
な
ど
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
元
に
実
際

の
火
災
を
Ｃ
Ｇ
で
再
現
し
、
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
で
き
る
。

再
生
中
の
画
像
に
合
わ
せ
て
熱

や
湿
度
、
煙
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

も
で
き
る
た
め
、
温
度
を
十
数

度
上
げ
た
り
、
室
内
を
煙
で
充

満
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
パ

タ
ー
ン
と
し
て
は
、
新
宿
歌
舞

伎
町
雑
居
ビ
ル
火
災
や
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
の
ほ

か
、
２
０
０
３
年
に
韓
国
大
邱

市
で
発
生
し
、
１
９
２
人
も
亡

く
な
る
大
惨
事
と
な
っ
た
地
下

鉄
火
災
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
地
下
鉄
火
災
で
は
、
地
下

３
階
か
ら
地
上
ま
で
経
路
を
探

っ
て
脱
出
す
る
シ
ナ
リ
オ
に
な

っ
て
お
り
、
人
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
避
難
す
る
傾
向
が
強

い
か
を
調
べ
る
デ
ー
タ
に
も

な
る
。

　

こ
の
技
術
を
開
発
し
た
山
田

氏
は
「
多
く
の
人
が
火
災
を
実

感
で
き
な
い
な
か
で
疑
似
体
験

は
有
効
な
手
段
」
と
語
る
。

バーチャルリアリティーの地下鉄構内での避難経路探索シミュレーション

総務省消防庁 消防大学校　消防研究センター

http://www.fri.go.jp/cgi-bin/hp/index.cgi
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東
京
都
が
優
マ
ー
ク
を
創
設

　

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
フ
ロ
ン

ト
に
貼
ら
れ
て
い
る
「
適
マ
ー
ク
」

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
消

防
法
令
に
適
合
し
て
い
る
証
拠
と

し
て
消
防
署
が
発
行
す
る
も
の
だ
。

　

実
は
こ
の
制
度
が
今
年
９
月
末

で
廃
止
。
そ
の
代
わ
り
に
、
今
年

３
月
31
日
に
火
災
予
防
条
例
が
改

正
さ
れ
、「
優
良
防
火
対
象
物
認
定

表
示
制
度
」（
優
マ
ー
ク
制
度
）
を
新
設
、

10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

優
マ
ー
ク
制
度
は
義
務
で
は
な

く
、
消
防
署
へ
の
申
請
に
よ
っ
て

認
定
を
受
け
る
。
対
象
は
宿
泊
業

だ
け
で
な
く
、
一
定
以
上
の
人
員
を

収
容
す
る
事
務
所
ビ
ル
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
用
途
に
拡
大
さ
れ
た
。

　

目
的
は
単
に
消
防
法
令
の
遵
守
に

と
ど
ま
ら
ず
、
自
主
的
・
意
欲
的
に

防
火
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
建
物
関
係
者
の
努
力
を
評
価
し
、

よ
り
多
く
の
防
火
安
全
性
の
高
い

建
物
を
増
や
す
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
を
利
用
者
に
提
供
し
て
、
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
認
定
通
知

書
が
交
付
さ
れ
、
建
物
関
係
者
は

建
物
内
の
見
や
す
い
位
置
に
優
マ

ー
ク
を
貼
る
こ
と
や
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
W
e
b
サ
イ

ト
な
ど
に
掲
載
で
き
る
。
つ
ま
り
、

建
物
の
防
火
安
全
性
を
広
く
訴
求

で
き
る
の
だ
。

厳
密
な
審
査
で
安
全
性
を
評
価

　

優
マ
ー
ク
制
度
導
入
の
背
景
を

東
京
消
防
庁
予
防
部
消
防
司
令
補

の
高
瀬
順
氏
は
こ
う
語
る
。

　

「
建
物
の
高
層
・
深
層
・
大
規
模

化
が
進
み
、
高
齢
者
・
外
国
人
な

ど
の
増
加
、
正
社
員
の
減
少
と
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
増
加
に
よ
る
消

防
管
理
体
制
の
低
下
、
そ
し
て
都

市
の
24
時
間
化
な
ど
に
よ
っ
て
火

災
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

建
物
の
安
全
情
報
を
知
り
た
い
都

民
も
７
割
お
り
、

事
業
者
側
の
９
割

も
自
主
的
な
取
り
組
み
を
評
価
す

る
制
度
が
必
要
で
あ
る
と
答
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
制
度
と
し
て
優
マ
ー
ク
を

新
設
し
ま
し
た
」

　

消
防
署
に
よ
る
優
マ
ー
ク
の
審

査
は
厳
密
で
、
火
災
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
安
全
の
検

証
、
自
衛
消
防
組
織
に
よ
る
実
際

の
消
防
訓
練
を
通
じ
た
活
動
能
力

の
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
し
て
過
去
の
法

令
遵
守
・
火
災
状
況
な
ど
を
考
慮

し
て
認
定
の
可
否
を
決
め
る
。
有

効
期
間
は
２
年
間
の
た
め
、
２
年

ご
と
に
上
記
審
査
を
実
施
す
る
。

　

東
京
消
防
庁
予
防
部
消
防
司
令

の
中
村
眞
一
氏
は
「
わ
れ
わ
れ
と

し
て
も
責
任
を
持
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
」
と
決
意
を
語
る
。

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
な
施

設
や
ビ
ル
は
、
優
マ
ー
ク
が
必
須

と
い
っ
た
認
識
を
社
会
的
に
醸
成

し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

都
市
火
災
に
お
け
る
対
策
と

最
新
防
災
技
術

都
市
火
災
の
対
策

火

災

に

取

り

中
村 

眞
一 

氏

東
京
消
防
庁

予
防
部
予
防
課

火
気
電
気
係
長

消
防
司
令

お話を伺いました！

高
瀬　

順 

氏

東
京
消
防
庁

予
防
部
予
防
課

火
気
電
気
係
主
任

消
防
司
令
補

む

▲

図2　優良防火対象物認定証

事務所

共同住宅
非特定用途
の複合

特定用途の
複合

73%

6%

9%

6%

その他
5%

東
京
消
防
庁
で
は
今
年
３
月
３１
日
に
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
「
優
良

防
火
対
象
物
認
定
表
示
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
で
は
法
令
以
上
の
自
主

的
な
防
火
安
全
対
策
を
実
施
す
る
建
物
関
係
者
を
消
防
署
が
評
価
し
、
「
優
マ
ー
ク
」

を
表
示
す
る
。
東
京
都
の
新
た
な
火
災
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

用途の内訳
（2005年 3月現在）

図1　東京消防庁管内における高さ100m以上の超高層建築物数の推移（提供：東京消防庁）
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火の粉のサンプル
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２
０
０
５
年
１
月�

12
月

に
お
け
る
火
災
の
総
件
数
は

５
万
７
４
６
０
件
。
対
前
年

比
で
４･

８
％
ほ
ど
減
少
し
た

も
の
の
、
過
去
５
年
間
を
見

れ
ば
、
２
０
０
３
年
よ
り
は

高
い
水
準
だ
。

　

火
災
の
種
別
で
は
建
物
火

災
が
５７
・
５
％
と
最
も
多
く
、

車
両
火
災
１１
・
５
％
、
林
野

火
災
３
・
９
％
と
続
く
。
建
物

火
災
の
な
か
で
は
一
般
住
宅

が
３７
・
５
％
と
最
大
で
、
共
同

住
宅
１６
％
、
複
合
用
途
（
雑

居
ビ
ル
）
７
・
５
％
、
工
場

６
・
６
％
、
事
務
所
２
・
４
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

死
者
は
２
１
９
５
人
と
前

年
よ
り
９
・
５
％
増
え
た
が
、

過
去
５
年
で
見
る
と
、
ほ
ぼ

同
じ
数
の
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。
死
者
を
火
災
種
別
に

見
る
と
、
建
物
火
災
が

７３
・
４

％
と
圧
倒
的
で
、
前
年
よ
り

１３
・
８
％
も
増
え
て
い
る
。

　

死
因
は
逃
げ
遅
れ
が
４０
・
５

％
と
最
も
多
い
。
次
い
で
放

火
自
殺
が

２９
％
で
あ
る
。
死

者
を
年
齢
で
見
る
と
、

６５
歳

以
上
が
４４
・
９
％
を
占
め
、
災

害
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
が
多

く
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

　

建
物
火
災
の
出
火
原
因
の

１
位
は
こ
ん
ろ
で
１７
・
９
％
、

次
い
で
、
放
火
、
た
ば
こ
、

放
火
の
疑
い
、
ス
ト
ー
ブ
と

続
く
。

　

最
後
に
都
道
府
県
ご
と

に
火
災
状
況
を
見
る
と
、
や

は
り
東
京
都
が
６
４
６
６

件
と
最
も
多
く
、
そ
の
う

ち
の
４
０
２
６
件
が
建
物

火
災
で
あ
る
。
次
い
で
愛

知
県
３
５
９
１
件
、
大
阪

府
３
５
６
７
件
、
埼
玉
県

３
０
４
２
件
、
神
奈
川
県

２
９
６
４
件
と
、
火
災
は
都
市

圏
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
だ
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
毎
年
２
０
０
０
人
を
超
え
る
。

こ
れ
だ
け
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
対
し
て
私
た
ち
の
認
識
は
ど
う
か
。

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
「
２
０
０
５
年
の
火
災
の
概
要
」
か
ら
火
災
の
実
態
を
探
っ
て
み
よ
う
。

▲

図4　建物火災の建物用途別内訳

デ
ー
タ
で
見
る
都
市
火
災

火
の
粉
の
飛
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

都
市
火
災
に
お
い
て
、
火

の
粉
は
延
焼
を
拡
大
す
る
大

き
な
原
因
だ
が
、
こ
れ
ま
で

火
の
粉
が
ど
の
よ
う
に
飛
散

す
る
の
か
、
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
大

岡
龍
三
助
教
授
は
、
市
街
地

に
お
け
る
火
の
粉
の
飛
散
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
と
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
市

街
地
火
災
延
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
。

　

実
は
、
１
９
７
６
年
に

山
形
県
酒
田
市
で
発
生
し
た

大
火
で
は
、
市
内
中
心
部
が

約
２２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
消

失
し
た
が
、
直
径
２０
㎝
程
度

の
棒
き
れ
な
ど
の
火
の
粉
は

１
０
０ o

、
直
径
１
㎝
ほ
ど

の
小
さ
な
火
の
粉
は
２□

も

飛
ん
だ
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

大
岡
助
教
授
は
、実
験
と
計

算
か
ら
予
想
以
上
に
飛
散
す
る

火
の
粉
の
実
態
を
つ
か
ん
だ
。

　

「
木
が
火
事
で
は
ぜ
る
と

き
の
火
の
粉
の
初
速
を
測
定

し
た
と
こ
ろ
、
２□

は
飛
ぶ

と
確
信
し
ま
し
た
。
木
材
は

２
８
０
℃
程
度
で
発
火
し
ま

す
か
ら
、
木
が
む
き
出
し
に

な
っ
た
木
造
住
宅
な
ど
に
火

の
粉
が
飛
べ
ば
、
延
焼
の
危

険
は
非
常
に
高
い
で
す
」

　

大
岡
助
教
授
は
実
際
に
木

材
や
建
材
な
ど
を
燃
や
し
、
火

の
粉
の
発
生
状
況
を
測
定
、
飛

散
モ
デ
ル
を
つ
く
り
出
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
火
の
粉
の
重

さ
、
形
状
、
風
な
ど
の
要
因

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
飛
散

す
る
の
か
わ
か
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
研
究
を
ベ
ー
ス
に

市
街
地
に
お
け
る
火
災
延
焼

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
開
発

し
て
い
る
。

　

「
延
焼
の
方
向
や
時
間
が
わ

か
れ
ば
、
住
民
の
逃
げ
遅
れ

な
ど
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
被
害
を
拡
大
さ
せ

な
い
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
大
岡
助
教
授
は
自
治

体
や
消
防
署
で
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

▲

図3　過去3年間の火災の推移

シミュレーション結果
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世
界
第
４
位
の
乗
降
客
数

　

日
本
の
国
内
旅
客
数
は
年
間

１
億
人
弱
。
そ

の

う

ち

な

ん

と
、
６
３
０
０
万
人
が
羽
田
空
港
を

利
用
し
て
い
る
。
１
日
の
乗
降
客

数
は
約
17
万
人
。
年
間
の
乗
降
客

数
で
見
る
と
、
世
界
４
番
目
を
誇
る
。

　

空
港
は
空
の
交
通
の
中
心
で
あ

る
た
め
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
火

災
や
天
災
で
被
害
を
受
け
、
運
航

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
た
場
合
、

経
済
や
社
会
に
対
す
る
影
響
も
大

き
い
。

　

現
在
、
第
１
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
（
以
下
、
１
ビ
ル
）
の
面
積
が
29

万
㎡
、
第
２
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
が
18
万
㎡
、
暫
定
国
際
線
用
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
１
・
２
万
㎡
で
、

合
計
50
万
㎡
近
い
広
大
な
ビ
ル
を

管
理
し
て
い
る
の
が
、
日
本
空
港

ビ
ル
デ
ン
グ
で
あ
る
。

　

同
社
取
締
役
防
災
保
安
部
担
当

の
小
川
洋
一
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
火
災
に
限
ら
ず
天
災
を
含
め
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
防
災
保
安
対

策
は
、
当
社
に
と
っ
て
経
営
方
針

の
第
一
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に

２
０
０
１
年
の
９
・
11
同
時
多
発

テ
ロ
以
降
は
、
保
安
面
の
強
化
や
、

東
京
直
下
型
地
震
な
ど
へ
の
危

機
感
も
あ
っ
て
、
防
災
保
安
対
策

に
よ
り
一
層
注
力
し
て
き
ま
し
た
」

銀
座
と
同
じ
面
積
を
守
る

　

空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
他

の
建
物
と
顕
著
に
異
な
る
の
は
、

幅
の
広
さ
で
あ
る
。
１
ビ
ル
は
南

北
８
４
０
ｍ
も
あ
り
、
同
様
の
建

物
は
他
に
は
な
い
。

　

「
同
じ
規
模
と
し
て
想
定
し
た
の

が
銀
座
１
丁
目
か
ら
８
丁
目
ま
で
」

と
小
川
氏
は
い
う
。
つ
ま
り
、
一

つ
の
町
を
守
る
発
想
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

１
ビ
ル
だ
け
で
も
煙
と
熱
の
感
知

器
が
７
０
０
０
個
設
置
さ
れ
て

お
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で
一
括
管
理

し
て
い
る
。
異
常
を
感
知
し
た

�
小
川 

洋
一 

氏

日
本
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ
株
式
会
社

取
締
役

防
災
保
安
部
担
当

お話を伺いました！

火

災

に

え

る

防
災
と
保
安
を
同
時
に
満
た
す

羽
田
空
港
の
取
り
組
み

年
間
利
用
客
６
３
０
０
万
人
、
乗
降
客
数
は
世
界
第
４
位
と
い
う
羽
田
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
は
防
災
対
策
の
お
手
本
と
も
い
う
べ
き
存
在
だ
。
火
災
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
震
な
ど
の
天
災
に
も
万
全
の
態
勢
を
敷
く
。
羽
田
空
港
の
防
災
責
任
者
に
話
を
聞
い
た
。

大
規
模
施
設
の
防
火
対
策

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
火
災
対
策

へ
の
取
り
組
み

　

火
災
時
に
階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の

た
て
穴
区
画
が
延
焼
の
通
り
道
に
な
る
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
こ
の
た
て
穴
区
画
に
該
当

す
る
。

　

た
だ
し
、
鉄
扉
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
た
め
防
火
区
画
の
機
能
は
す
で
に
持
っ
て

お
り
、
問
題
は
煙
だ
っ
た
。
煙
が
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
シ
ャ
フ
ト
内
に
入
り
込
む
と
上
階
に

広
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
２
０
０
０
年
６
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
建
築
基
準
法
に
よ
り
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
昇
降
路
に
は
遮
煙
性
能
を
持
つ
防
火
設

備
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
こ
う
し
た
要
望
に

応
え
る
た
め
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
遮
煙
の
り
ば

ド
ア
『S

m
o
k
e
 p

ro
o
f

』
」
を
独
自
に
開

発
し
た
。
の
り
ば
ド
ア
回
り
に
特
別
な
遮
煙

設
備
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
ド
ア
を
換
え
る

だ
け
で
遮
煙
効
果
を
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
時
の
対
策
機
能
と
し
て
は

「
火
災
時
管
制
運
転
装
置
」
が
あ
る
。

　

管
理
室
な
ど
で
火
災
管
制
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
と
、
自
動
的
に
避
難
階
に
直
行
し
て
ド

ア
が
開
く
よ
う
に
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

火
災
時
の
安
全
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

↑

▲図1　 東京国際空港（羽田空港）
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と
き
に
は
警
報
を
発
し
、
直
ち
に

館
内
に
待
機
す
る
警
備
・
保
安
職

員
が
現
場
に
急
行
し
、
確
認
す
る
。

　

ま
た
、
館
内
に
は
航
空
会
社
か

ら
飲
食
店
テ
ナ
ン
ト
ま
で
１
４
４

事
業
者
が
入
居
し
て
お
り
、
各
社

の
防
災
責
任
者
か
ら
な
る
共
同
防

火
管
理
協
議
会
を
結
成
し
、
自
衛

消
防
隊
を
組
織
し
て
防
災
活
動
に

当
た
っ
て
い
る
。

　

年
２
回
、
春
と
秋
の
防
災
週
間

に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
、
初
期

消
火
や
避
難
、
誘
導
な
ど
の
訓
練

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
消
防

活
動
の
熟
練
度
を
維
持
す
る
た
め

に
、
日
本
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ
で
は

蒲
田
消
防
署
が
審
査
す
る
消
火
訓

練
審
査
会
に
毎
年
参
加
し
、
男
性
・

女
性
の
部
で
２
年
連
続
総
合
優
勝

を
果
た
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
電
気
設
備
や
プ
ラ

グ
類
な
ど
か
ら
の
火
災
を
防
止
す

る
た
め
に
、
同
社
が
年
２
回
、
全

テ
ナ
ン
ト
を
訪
問
し
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
「
防
災
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
」

も
行
っ
て
い
る
。

日
頃
の
活
動
が
大
事

　

さ
ら
に
、
１
日
に
５
、６
店
舗
ご

と
に
防
災
巡
回
し
、
点
検
・
指
導

も
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
入
念
だ
。

そ
の
上
、
同
社
に
限
ら
ず
館
内
で

働
く
ス
タ
ッ
フ
や
ア
ル
バ
イ
ト
に

は
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
配
布
し
、
緊
急
時
の
対

応
に
備
え
て
い
る
。

　
「
２
３
０
以
上
の
店
舗
が
あ
る
と
、

な
か
に
は
防
災
意
識
の
低
い
テ
ナ

ン
ト
も
い
ま
す
。
で
す
か
ら
日
頃

か
ら
防
災
を
は
た
ら
き
か
け
る
こ

と
が
火
災
の
予
防
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
い

る
事
業
体
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
絶
対
と
い
う

言
葉
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

絶
対
安
全
を
目
指
し
て
日
頃
か
ら

実
践
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

　

防
災
に
万
全
を
期
す
同
社
だ

が
、
一
方
で
空
港
は
不
審
者
の
出

入
り
を
防
ぐ
な
ど
保
安
も
重
要
だ
。

例
え
ば
非
常
扉
は
火
災
な
ど
の
非

常
時
に
は
避
難
口
と
な
る
が
、
保

安
上
、
簡
単
に
開
い
て
は
困
る
。

そ
こ
で
、
同
社
で
は
火
災
警
報
に

連
動
し
て
非
常
扉
の
ロ
ッ
ク
を
遠

隔
解
除
で
き
る
装
置
を
つ
け
た
。

　

「
空
港
は
保
安
と
防
災
と
い
う

相
反
す
る
対
策
を
同
時
に
打
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
」
と
小
川
氏
。

　

毎
日
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
羽

田
空
港
に
平
時
は
な
い
よ
う
だ
。

▲ ウォーターミスト

▲図3

ポケット版
防災マニュアル

霧
で
火
を
消
す

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ミ
ス
ト
」

　

総
務
省
消

防
庁
の
消
防

研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
最

新

の

消

火

技
術
を
研
究

開
発
し
て
い

る
。

現

在
、

有

望

な

候

補
の
一
つ
が

「
ウ
ォ
ー
タ

ー
ミ
ス
ト
」

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
従
来
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
水

噴
霧
消
火
設
備
よ
り
も
細
か
い
霧
状
の
水

粒
子
で
高
圧
噴
霧
す
る
。
そ
の
た
め
、
机

の
下
の
よ
う
な
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で

は
死
角
と
な
る
よ
う
な
部
位
の
火
災
も
含

め
、
こ
れ
ま
で
の
数
分
の
１
程
度
の
放
水

量
で
同
等
の
消
火
能
力
を
持
ち
、
油
な
ど

の
火
災
も
消
火
可
能
だ
。

　

火
は
消
え
て
も
水
浸
し
に
な
り
、
資
産

が
使
え
な
く
な
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
用
と

し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
企
業

も
導
入
に
前
向
き
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
ほ
か

高
性
能
の
消
防
防
護
服
や
原
子
力
施
設
な

ど
で
救
助
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
高
齢
者
・

災
害
弱
者
に
火
災
の
発
生
を
伝
え
る
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

▲図2　 総合防災訓練の様子



エレベーターの階数表示や扉の開閉など、機械を操作するた

めにボタンは不可欠です。日常生活での使い勝手に直結する

この部分は、日常生活での使い勝手からお年寄りなどにも使

いやすい操作を目指した試みなど近年注目を集める分野です。

人に優しいインタフェースを考えてみました。

連載●エレベーターの未来形

ボタンインタフェースを
さがす

10

ナビゲーターの
柏木です



柏木博
1970 年、武蔵野美術大学産業デザイ

ン学科卒。編集者などを経て、1983

年から東京造形大学にて教鞭を執る。

大学教授職と並行して、デザイン評論

家としても活動する。その間に著書多

数出版。1996 年、武蔵野美術大学（近

代デザイン史）の教授に就任。その他、企

業や展示の監修も務める。2004 年現

在、武蔵野美術大学教授。企業デザイン

アドバイザー。

そ
れ
は
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
か
ら

 

始
ま
っ
た

　

私
た
ち
の
周
囲
に
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
タ
ン
は
、
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
式
の
も

の
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
ボ
タ
ン
が
凹

ん
で
い
れ
ば
接
触
し
て
い
る
の
で
オ
ン
、

出
っ
張
っ
て
い
れ
ば
接
触
し
て
い
な
い

の
で
オ
フ
と
い
う
仕
組
み
だ
。
長
く
、

こ
の
方
式
が
採
ら
れ
て
き
た
が
、
電
気

信
号
を
送
る
方
式
が
考
え
出
さ
れ
、
ボ

タ
ン
に
画
期
的
な
変
化
が
生
ま
れ
た
。

物
理
的
に
ボ
タ
ン
を
押
し
込
む
必
要
が

な
く
な
っ
た
う
え
に
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
種
類
の
信
号
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
装
置
へ
と
変
質
し
た
の
だ
。

　

方
式
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ

タ
ン
は
従
来
の
姿
か
ら
よ
り
ス
マ
ー
ト

な
も
の
へ
と
進
化
し
た
。
プ
ッ
シ
ュ
式

や
ダ
ブ
ル
ノ
ッ
ク
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
タ
ン
が
誕
生
。
同
時
に
、
ボ
タ
ン

は
家
電
や
Ｉ
Ｔ
製
品
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
と
し
て
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に

増
殖
し
、
現
在
、
ボ
タ
ン
に
触
れ
ず
に

一
日
が
終
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
般
的
に
、
ボ
タ
ン
は
使
い
や
す
く

機
能
性
を
高
め
る
方
向
へ
進
ん
で
い
る

が
、
そ
の
反
面
で
、
わ
ざ
と
使
い
に
く

い
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
ボ
タ
ン
も
あ
る
。

線
路
の
切
り
替
え
ポ
イ
ン
ト
は
、
簡
単

に
は
動
か
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

し
、
ビ
ル
の
壁
に
つ
い
た
非
常
ボ
タ
ン

に
は
カ
バ
ー
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
ボ
タ
ン
の
役
割
か
ら
�
よ
く

考
え
て
�
使
う
よ
う
に
と
い
う
、
警
告

の
意
味
合
い
が
あ
る
。

ボ
タ
ン
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
関
係

　

ダ
ブ
ル
ノ
ッ
ク
式
の
よ
う
に
、
登

場
し
た
も
の
の
現
在
で
は
ほ
ぼ
す
た

れ
て
し
ま
っ
た
ボ
タ
ン
も
あ
る
。
し

か
し
、
ご
く
メ
ジ
ャ
ー
な
家
電
に
、
こ

の
方
式
と
似
た
ボ
タ
ン
の
姿
を
見
つ
け

ら
れ
る
。
そ
れ
が
携
帯
電
話
だ
。
携
帯

で
メ
ー
ル
を
打
つ
に
は
、
一
文
字
の
た

め
に
多
い
と
き
で
６
回
も
キ
ー
を
押
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非
効
率
的
な
や

り
方
に
思
え
る
が
、
実
は
そ
う
と
も
限

ら
な
い
。
多
く
の
人
は
、
小
学
校
で

五
十
音
表
を
学
ぶ
。
こ
の
情
報
は
、
非

常
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
（
基
本
）
な
記
憶

と
し
て
、
私
た
ち
の
中
に
存
在
し
て
い

る
。
携
帯
で
の
入
力
は
、
五
十
音
表

の
記
憶
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
の
だ
。

　

仕
組
み
と
し
て
、
古
い
機
械
の
名
残

を
持
っ
て
い
る
ボ
タ
ン
も
あ
る
。
パ
ソ

コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
時
代
の
記
憶
の
せ
い
で
、
キ
ー
配

置
を
ず
ら
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
ず
れ

た
キ
ー
の
記
憶
を
持
つ
私
た
ち
は
、
そ

の
方
が
押
し
や
す
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
起
き
る
の
は
、

私
た
ち
が
持
つ

※

ア
ナ
ロ
ジ
ー
へ
の
嗜

好
の
せ
い
だ
。
人
間
は
異
な
る
２
つ

の
も
の
に
共
通
性
を
見
い
出
し
、
同

じ
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

素
早
く
操
作
を
覚
え
た
り
、
安
心
感

を
持
つ
傾
向
が
あ
る
。
比
較
的
新
し

い
時
代
に
現
れ
た
機
械
式
の
ボ
タ
ン

で
あ
っ
て
も
、
人
間
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

嗜
好
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。

　

例
え
ば
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
何
か
の

反
応
が
あ
る
の
も
、
機
能
を
ボ
タ
ン
の

ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
寄
り
添
わ
せ
た
も
の
だ
。

ボ
タ
ン
が
プ
ッ
シ
ュ
式
に
変
わ
る
こ
と

で
、
凹
凸
の
形
状
で
オ
ン
と
オ
フ
を
見

分
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
押

し
た
の
に
ボ
タ
ン
に
変
化
が
な
い
と
、

利
用
者
は
オ
ン
に
で
き
な
か
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
不
安
に
な
る
。
ボ
タ
ン
は
押

し
た
ら
変
化
が
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、ラ
イ
ト
が
つ
く
、

音
が
鳴
る
、
画
面
が
変
わ
る
、
手
応
え

が
あ
る
な
ど
、
今
で
は
押
す
と
オ
ン
に

な
っ
た
こ
と
を
利
用
者
に
伝
え
る
ボ
タ

ン
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

操
作
す
る
快
感
を
も
っ
た
ボ
タ
ン

　

一
時
期
、
あ
る
種
の
ボ
タ
ン
は
多
機

能
化
へ
の
道
を
た
ど
っ
た
。
ビ
デ
オ
で

は
、
１
つ
の
ボ
タ
ン
で
複
数
の
操
作
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
現
在
、
市
場

で
は
単
機
能
の
ボ
タ
ン
を
並
べ
た
リ
モ

コ
ン
が
目
立
つ
。
リ
モ
コ
ン
操
作
は
、

す
で
に
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
記
憶
だ
。

１
つ
の
複
雑
な
リ
モ
コ
ン
よ
り
、
同
じ

よ
う
な
幾
つ
も
の
単
純
な
リ
モ
コ
ン
を

使
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
し
、
便
利

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
流
れ
の
中
で
、
ボ
タ
ン
は
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
未
来
の

ボ
タ
ン
と
し
て
、
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
は
な
く
、
�
操
作
す
る
快
感
�
が

新
し
い
テ
ー
マ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

人
間
の
身
体
性
と
精
神
性
に
は
強
い
つ

な
が
り
が
あ
る
が
、
私
た
ち
は
、
ふ
だ

ん
感
じ
て
い
る
�
日
常
生
活
に
お
け
る

心
地
よ
さ
�
を
記
録
も
確
認
も
し
て
い

な
い
。
た
く
さ
ん
の
心
地
よ
さ
の
記

憶
を
整
理
し
て
い
く
と
、
そ
の
１
つ

と
し
て
�
押
し
た
と
き
の
ボ
タ
ン
の

快
感
�
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

押
し
て
気
持
ち
の
良
い
ボ
タ
ン
の
研

究
は
、
未
開
拓
の
分
野
だ
。
ボ
タ
ン
は

世
界
中
に
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
デ
ザ
イ
ン

と
機
能
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
成

熟
し
た
文
化
だ
と
は
言
え
な
い
。

　

オ
ン
と
オ
フ
の
ボ
タ
ン
か
ら
始
ま
り

現
在
ま
で
続
く
歴
史
で
、
私
た
ち
の

中
に
は
ボ
タ
ン
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
態
を
知
り
、

人
間
に
と
っ
て
ど
ん
な
感
触
が
快
感
な

の
か
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
、
ボ
タ
ン

は�
押
し
て
気
持
ち
の
い
い
ボ
タ
ン�
に

進
化
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。（
談
）

※
ア
ナ
ロ
ジ
ー　

類
推
。
異
な
る
も
の
の
同
士

の
共
通
点
か
ら
、
あ
る
も
の
を
推
理
す
る
こ
と
。

Q1

ONとOFFを突き詰めたインタフェース
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柏木 博 Kashiwagi Hiroshi
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卵ゆで器　BC-301ステレオ　FS-310電気釜 ER-5

む か し の 東 芝 家 電 製 品 に 見 る ボ タ ン

▲キーボード（パソコン）
キー配置をずらして作られている

▲携帯音楽プレーヤー
十字キーで操作する

▲キーボード
タッチや押した時間により出る音が複雑に変化する

▲自動販売機
単機能だが、商品がなくなると点灯する

▲ジェット機のコックピット
機能に特化したボタンと独特のインタフェースを持っている

▲券売機　　映像として凸ボタンに見えるように影がつく。
高齢者や子どもにもわかりやすいシンプルな形状

ボタンも
いろいろ！

▲洗濯乾燥機
大きく押しやすいボタン。文字で機能を補足している

さまざまな操作ボタン
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テープレコーダー「ハンディ・エース」GT-630液晶電卓「トスカル」LC-810 ラジカセ「アクタス」RT-2800

連載●エレベーターの未来形

ボタンインターフェース
をさがす

画像提供：株式会社光波／株式会社東芝産業システム社／株式会社東芝デザインセンター／株式会社東芝デジタルメディアネットワーク社／

株式会社東芝PC＆ネットワーク社／ボーイング社／株式会社山武／ヤマハ株式会社

▲オーブンレンジ
大きく見やすいボタン。文字で機能を補足している

▲マウス　　シングルクリックとダブルクリックの入力方式がある。
中央にスクロール用のホイールがある

▲ゲームコントローラー
キャラクターの移動や方向を表す十字キーがついている

▲携帯電話
10個の数字を凸文字としている

▲リモコン
１つのボタンが単機能に直結している

▲火災報知器
押しづらいようにカバーがかけてある

▲押しボタンスイッチ
工場などの制御卓に使われているスイッチ
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使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
は
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

「
格
好
い
い
だ
け
で
な
く
、
使
い
や
す

い
デ
ザ
イ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
坪
井
英
樹
氏　

東
芝
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

社
会
シ
ス
テ
ム
・
開
発
デ
ザ
イ
ン
担
当
参

事
）
と
い
う
。

　

ボ
タ
ン
が
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
に
な

っ
た
際
、
視
覚
障
害
者
が
気
づ
か
ず

に
触
っ
て
、
す
べ
て
オ
ン
に
す
る
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
。
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
ボ
タ
ン
デ
ザ

イ
ン
の
検
討
を
始
め
た
。

　

「
視
覚
障
害
者
の
う
ち
、
点
字
を

読
め
る
人
は
、
実
は
２
割
程
度
で
、

残
り
の
人
は
、
墨
字
（
一
般
の
文
字
）

の
形
を
覚
え
て
い
て
、
触
れ
ば
わ
か

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
」（
中
尾
和
日

子
氏　

東
芝
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー　

社
会

シ
ス
テ
ム
・
開
発
デ
ザ
イ
ン
担
当
）

　

そ
こ
で�
触
っ
て
わ
か
る�
ボ
タ
ン

の
開
発
が
始
ま
っ
た
。
点
字
図
書
館

に
協
力
を
仰
ぎ
、
幾
つ
か
の
候
補
を

実
際
に
視
覚
障
害
者
に
触
っ
て
も
ら

い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
。
絞
り
込

ん
だ
候
補
の
中
で
最
終
的
に
決
め
手

と
な
っ
た
の
は
、
触
知
性
の
高
さ
、

つ
ま
り
文
字
と
し
て
の
認
識
の
し
や

す
さ
だ
っ
た
。

　

視
覚
障
害
者
と
そ
れ
以
外
の
利
用

者
と
の
間
で
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー

の
調
整
も
必
要
だ
っ
た
。
視
覚
障
害

者
に
と
っ
て
は
文
字
は
尖
っ
て
い
る

方
が
わ
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、
他

の
利
用
者
に
は
、
押
し
た
ら
痛
い
ボ

タ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
重
ね
て
、
最

終
的
に
1
年
も
の
時
間
を
か
け
て
完

成
さ
せ
た
。

　

「
開
発
の
過
程
で
、
当
事
者
に
聞
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
（
高
齢

者
疑
似
体
験
）
な
ど
と
も
違
い
ま
す
、

実
体
験
し
て
い
な
い
と
、
わ
か
ら
な

い
世
界
や
感
覚
が
あ
る
の
で
す
」（
中

尾
氏
）

　

こ
う
や
っ
て
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン

で
も
、
す
べ
て
の
利
用
者
に
対
し
て

完
璧
な
も
の
で
は
な
い
。

　

「
ど
う
し
て
も
個
人
差
が
あ
る
し
、

複
数
の
障
害
を
持
つ
方
も
い
ま
す
。

最
大
公
約
数
と
し
て
の
共
通
解
を
得

ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の
命
題
で
す
ね
」

（
坪
井
氏
）

お
年
寄
り
や
子
供
に
も

配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン

　

最
大
公
約
数
と
し
て
の
ユ
ー
ザ
ビ

リ
テ
ィ
ー
は
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も

な
ど
に
も
、
役
に
立
つ
デ
ザ
イ
ン
・

機
能
と
な
り
得
る
。

　

今
夏
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、

「
満
員
お
知
ら
せ
灯
」
と
「
降
車
お

知
ら
せ
ボ
タ
ン
」
な
ど
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
新
し
い
機
能
を
発
表
し
た
。

　

満
員
お
知
ら
せ
灯
は
、
満
車
警
告

ブ
ザ
ー
に
気
づ
き
に
く
い
聴
覚
障
害

者
向
け
に
満
車
を
視
覚
で
訴
え
る
も

の
。
そ
し
て
、
降
車
お
知
ら
せ
ボ
タ

ン
は
、
混
雑
時
な
ど
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
ボ
タ
ン
か
ら
遠
い
位
置
に
立
っ

た
と
き
で
も
簡
単
に
降
車
意
思
が
表

示
が
で
き
る
。

　

ど
ち
ら
も
表
示
は
ア
イ
コ
ン
と
漢

字
が
採
用
さ
れ
た
。

　

「
ひ
ら
が
な
は

表
音
文
字
な
の
で
、

音
が
聞
こ
え
な
い

方
に
と
っ
て
は
表

意
文
字
で
あ
る
漢

字
の
方
が
わ
か
り

や
す
い
の
だ
そ
う

で
す
」（
井
戸
健
二
氏　

東
芝
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー　

デ
ザ
イ
ン
戦
略
担
当
）

　

こ
れ
ら
の
機
能
は
主
に
聴
覚
障
害

者
を
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

の
人
に
も
有
効
に
利
用
で
き
る
。

　

「
本
質
的
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
は
誰
に
で
も
使
い
や
す
い
も
の

で
あ
る
べ
き
で
す
」（
坪
井
氏
）

将
来
の
ボ
タ
ン
デ
ザ
イ
ン

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
公
共
性

の
あ
る
機
械
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
は
、

容
易
に
変
更
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
面
が
あ
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
見

慣
れ
た
も
の
が
い
つ
も
の
場
所
に
あ

る
こ
と
は
安
心
に
つ
な
が
る
。
安
心

感
を
維
持
し
つ
つ
、
今
後
ど
の
よ
う

な
進
化
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

「
ボ
タ
ン
の
、
個
人
向
け
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
で
す
ね
。
例
え
ば
、
視
覚
障

害
者
が
触
っ
て
も
オ
ン
に
な
ら
な
い

ボ
タ
ン
と
い
う
の
は
、
健
常
者
に
と

っ
て
は
硬
い
ボ
タ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
使
う
人
に
よ
っ
て
硬
さ
を
調
節

し
て
く
れ
る
と
か
、
車
椅
子
を
ご
利

用
の
方
な
ら
低
い
位
置
に
あ
る
ボ
タ

ン
で
す
べ
て
操
作
が
済
ん
で
し
ま
う

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
で
す
ね
」（
中
尾
氏
）

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、
乗
り
込
む
人

に
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
最

適
化
す
る
。
そ
ん
な
自
ら
考
え
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
登
場
も
、
い
つ
か
不

可
能
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

満員お知らせ灯

左から坪井氏、井戸氏、中尾氏

連載●エレベーターの未来形

ボタンインターフェース
をさがす

降車お知らせボタン

エレベーターを操作するボタンは、どのような考え方に基づき、どのように

作られているのか。エレベーター「SPACEL（スぺーセル） EX」のボタンデザ

インを担当した株式会社東芝デザインセンターにお話を伺った。

エレベーターに
必要なボタンとは？

エレベーターのボタンデザイン
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ゲームをするサル

　操作のメカニズムは、条件付けなど学

習理論的に学ぶものと、言葉を使って学

ぶものでは、異なっています。昔、サル

が「パックマン」で遊んでいるビデオを

見せてもらったことがありますが、ジョ

イスティックとボタン2個くらいだと、

学習モデルで処理ができるので、サルで

もパックマンがプレイできる。しかし、

「ファイナルファンタジー」のような

RPG（ロールプレイングゲーム）は文脈性

や映像があるからダメなんです。物語

は、言語で処理されるからなんですね。

　サルがパックマンを遊べるのは、操作

する快感という簡単なフィードバック

で学習するからですが、それと言語的に

操作して、論理的に何かが動くというの

は違うことなんです。人間の場合、経験

のないことでも、ボタンに説明があれ

ば、使い方がわかります。だから、これ

は人間向けの概念モデルですね。

　未来のボタンというと、誰でも使える

シンプルなものと、ある特定の人にとっ

て便利だけど複雑なものと二極化して

いくんじゃないかとイメージしていま

す。エレベーターについては、ボタンそ

のものを複雑にしてしまうと、きちんと

動くボタンをつくるだけで大変な作業

になります。複雑にしていいものと、そ

うでないものがあるんですね。ボタン

は、それぞれの概念モデルごとに作られ

ることになるんじゃないでしょうか。

　複雑になると、うまく行かないものっ

てたくさんありますよね。手書き入力な

どは、なかなか広がりませんし、音声入

力もそうです。

未来の 2 つのインタフェース

　音声入力は、カーナビではずいぶん普

及してますが、その他の操作系では、あ

まり使われていません。ただ、未来のエ

レベーター・インタフェースとして考え

ると、音声入力はあるかもしれないです

ね。エレベーターの場合では、指示内容

が階数指示や扉の開閉などに限られて

いて、しかも乗っている時間が短いか

ら、普及するかもしれないと思います。

ボタンから遠いので、他人に頼んで押し

てもらうということは、日常的にやって

いるわけですから。

　それでも、「家具売り場に行きたいけ

れど、何階にあるかわからないので『家

具売り場』と音声入力すると、3階に連

れて行ってくれる」という機能が普及す

るかというと疑問です。エレベーターと

いう公共の場で、自分の欲求をどこまで

出せるか、という問題があるからです。

　もう１つ、未来のインタフェースとい

うことでは、持ち込んで操作ができるコ

ントローラーが考えられますね。言わば

「マイ・コントローラー」で、普段はほ

かの機器を操作するのに使われている

が、エレベーターに乗り込むと操作パネ

ルとして機能するといったものです。

　このケースでは、操作をエレベータ

ーに伝える段階での翻訳ミスに注意が

必要です。最近のマンションは、50階

建てなど巨大化していて、すごい数の

人間が住んでいます。そこへ乗り込ん

でくる人を最短の時間内で振り分けて

いくわけだから、十分複雑な装置にな

るはずです。

　多様な生活者が使うものは、ごく基本

的なリテラシーで使えるシンプルな装

置にならざるをえません。複雑な操作系

はパソコンや自動車のように、使う訓練

が必要になります。いずれにしても、操

作のしやすさか、利便性か、どちらかが

犠牲になります。そこでも、結局二極化

が進むのではないでしょうか。（談）

福冨忠和
ジャーナリスト。デジタルハリウッド大学教授。

国際大学グローバルコミュニケーションセンタ

ー客員教授。出版社勤務を経て、出版、広告、映像、

音楽の企画・制作に従事。80 年代よりデジタル

メディア、コンテンツに関わる研究を行う。

Space Elevator

F u t u r e  I n t e r f a c e

未来のインタフェース

ボタンの未来は？
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24
時
間
フ
ル
対
応
の
ビ
ル
管
理

　

中
部
地
区
の
中
枢
と
し
て
、
近
年
ま
す
ま
す
活
発
に
栄
え

る
名
古
屋
市
。
積
村
ビ
ル
管
理
株
式
会
社
は
、
そ
の
名
古
屋

を
中
心
に
事
業
を
展
開
す
る
ビ
ル
管
理
会
社
だ
。
事
業
は
、

主
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象
と
す
る
賃
貸
管
理
事
業
部
と
分
譲

管
理
事
業
部
、
さ
ら
に
商
業
施
設
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
対
象

と
し
た
Ｂ
Ｍ
事
業
部
（
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ビ
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
頭
文
字
）
の
大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
他
、

ビ
ル
の
資
産
価
値
を
高
め
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
シ
ア
ト

ル
系
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
チ
ェ
ー
ン
「
タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ

ー
」
の
中
部
地
区
代
理
店
な
ど
も
務
め
て
い
る
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
二
村
伝
治
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

「
ビ
ル
管
理
会
社
と
い
え
ば
24
時
間
対
応
が
基
本
で
す
が
、

当
社
の
場
合
は
、
社
員
が
直
接
泊
ま
り
込
み
で
待
機
し
て
お

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
が
管
理
会
社
に
望
ま
れ
る
の
は
、
何
か

が
起
き
た
と
き
に
何
を
し
て
く
れ
る
か
が
第
一
で
す
か
ら
」

　

大
手
の
管
理
会
社
に
は
な
か
な
か
難
し
い
、
人
手
を
惜
し

ま
ぬ
24
時
間
の
緊
急
対
応
体
制
。
22
年
前
に
二
村
社
長
が
一

人
で
創
業
し
て
以
来
の
ポ
リ
シ
ー
だ
。
２
０
０
５
年
10
月
に

は
こ
の
緊
急
対
応
体
制
で
I
S
O
9
0
0
1
も
取
得
し
た
。

こ
れ
は
ビ
ル
管
理
会
社
と
し
て
は
異
例
で
、
全
国
で
も
２
社

し
か
な
い
の
だ
と
い
う
。

　

現
在
の
管
理
棟
数
は
、
中
高
層
物
件
が
１
２
０
０
棟
、
１

〜
２
階
程
度
の
低
層
物
件
が
２
２
０
０
棟
。
こ
の
う
ち
直

接
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
管
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
全
体
で

４
０
２
基
と
の
こ
と
だ
。

集
合
住
宅
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

管
理
会
社
の
立
場
か
ら
見
て
、
集
合
住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
伺
っ
た
。

　

「
基
本
的
に
は
、
閉
じ
込
め
事
故
の
際
に
自
動
通
報
装
置

が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
求
め
る
も
の
が
違
い
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
分
譲
の
ほ
う
が
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
は
高
い
で
す
」

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
・
点
検
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に

は
メ
ー
カ
ー
を
信
頼
し
て
任
せ
て
い
る
と
い
う
。

集合住宅

vol.8

Communication

ServiceAmenity

maintenanceTechnology

積村ビル管理株式会社

多くの人が住み、日常生活を営むマンションやアパ

ートなど集合住宅では、エレベーターはどのように

使われているか。また、オフィスビルなどと比べて、

そのメンテナンスにはどのような特徴があるのか。

今回は集合住宅のエレベーターの管理について、そ

の独自のきめ細かな管理体制によって、中部地区で

厚い信頼を受けているビル管理会社、積村ビル管理

株式会社に話を聞いた。

管理者の立場から…

Maker

Manager

Safety

USER

二
村 

伝
治
氏

代
表
取
締
役
社
長

メンテナンステクノロジー ＆ リスクコミュニケーション
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「
価
格
破
壊
で
独
立
系
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
が
登
場
し

た
時
も
、
や
は
り
人
命
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
と
、
災
害
時

の
緊
急
対
応
を
考
え
て
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
は
か
な
わ
な
い

だ
ろ
う
と
判
断
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に

依
頼
し
て
い
ま
す
」

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
点
検
は
、
月
１
回
の
遠
隔
点
検

と
、
３
カ
月
に
１
回
の
実
機
点
検
が
中
心
。
他
に
ビ
ル
管
理

会
社
と
し
て
は
、
ど
ん
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
る
の
か
。

　

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
、
定
期
的
な
清
掃
が
中
心

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
名
古
屋
市
中
心
部
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
で
は
、
夜
中
に
帰
ら
れ
た
方
が
嘔
吐
を
し
て
し
ま
っ

た
り
、
と
い
う
例
が
多
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
で
は
入
っ
て
こ
な
い
情
報
で
、
当
社

に
直
接
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
も
、
夜

中
で
も
1
時
間
以
内
に
出
動
し
て
、
汚
物
の
処
理
や
臭
い
消

し
な
ど
を
や
っ
て
お
り
ま
す
」

メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
体
制

　

適
切
な
管
理
の
た
め
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
と

の
連
携
も
重
要
だ
。

　

「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
点

検
を
メ
ー
カ
ー
、
そ
れ
以
外
の
管
理
を
ビ
ル
管
理
会
社
、
と

管
理
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
直
接
契
約
を
し
て
い
る
場
合
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
で
は
ビ
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要

な
情
報
が
共
有
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
で
は
な
る
べ
く

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
含
め
て
当
社
が
一
括
契
約
を
し
、
当
社
か

ら
メ
ー
カ
ー
に
発
注
す
る
形
を
取
る
こ
と
で
、
当
社
が
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
不
具
合
も
把
握
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
い

ま
す
」

　

例
え
ば
集
中
豪
雨
の
際
な
ど
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
異
常

が
遠
隔
監
視
で
感
知
さ
れ
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
と
管

理
会
社
の
両
方
か
ら
サ
ー
ビ
ス
員
が
派
遣
さ
れ
て
一
緒
に
作

業
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

「
水
害
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
や
ピ
ッ
ト
に
水
が

入
っ
た
り
し
て
大
変
で
す
か
ら
ね
。
当
社
は
土
の
う
を
積
ん

だ
り
、
そ
の
他
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
さ
ん
が
気
づ
か
な
い
よ

う
な
部
分
の
気
遣
い
な
ど
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」

人
手
を
介
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
危
機
管
理

　

防
犯
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、
最
近
で
は
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
で
も
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
近
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ

ム
を
持
つ
も
の
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
玄
関
の
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
内
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置
は
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
要
望
も

多
く
、
管
理
会
社
と
し
て
も
積
極
的
に
提
案
し
て
い
る
と
い

う
。

　

た
だ
し
、
と
二
村
社
長
は
語
る
。

　

「
設
備
面
で
高
級
化
す
る
と
、
そ
の
分
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
賃
貸
料
に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
私
個
人
と
し
て
は
、
ど

こ
で
も
必
要
な
も
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
名

古
屋
で
は
中
心
部
で
あ
っ
て
も
家
賃
収
入
の
上
限
は
限
ら
れ

ま
す
か
ら
。
そ
の
点
、
当
社
の
場
合
は
�
電
話
一
本
10
円
で

い
つ
で
も
駆
け
つ
け
る
�
と
い
う
の
が
売
り
で
す
。
お
客
さ

ま
に
安
心
を
提
供
す
る
意
味
で
も
、
24
時
間
体
制
に
は
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
」

　

積
村
ビ
ル
管
理
株
式
会
社
の
出
動
体
制
は
徹
底
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
２
０
０
０
年
問
題
」
の
際
に
は
、
社
員
を
総
動
員

し
て
、
２
０
０
０
年
に
日
付
が
変
わ
る
時
間
帯
の
前
後
に
す

べ
て
の
管
理
物
件
に
張
り
付
き
、
短
時
間
の
間
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
の
電
気
機
器
の
異
常
を
点
検
し
て
回
っ
た
の
だ
と

い
う
。

安
全
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
に

　

最
後
に
現
場
の
担
当
者
の
立
場
か
ら
の
意
見
も
伺
っ
た
。

エレベーター・1階ホール。
掲示板やポストなど必要な
機能がコンパクトにまとめ
られている。

エレベーター・2階ホール。
居住階のエレベーターには
防犯窓付きドアが設けられ
ている。
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
と
の
連
携
体
制
に
お
い
て
、
今
後
は
ど

ん
な
課
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

「
遠
隔
監
視
が
つ
い
て
い
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
さ

ん
だ
け
が
把
握
し
て
い
て
、
当
社
に
連
絡
が
こ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
合
は
一
報
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

入
居
者
の
方
か
ら
当
社
の
セ
ン
タ
ー
に
電
話
が
あ
っ
た
と
き

に
も
�
手
配
中
で
す
�
と
お
答
え
で
き
ま
す
の
で
」

　

２
０
０
６
年
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
の
報
道
が
相
次
い

だ
こ
と
も
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど
か
ら
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
機
能
面
に
踏
み
込
ん
だ
詳

し
い
説
明
を
求
め
ら
れ
る
機
会
も
増
え
た
。

　

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
点
検
レ
ポ
ー

ト
は
、
内
容
の
正
確
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
用
語
で
は
な

く
、
砕
い
て
表
現
で
き
る
と
こ
ろ
は
砕
い
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
こ
ち
ら
が
わ
か
ら
な
い
の
に
、
大
家
さ
ん
に
ご
説
明

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
（
笑
）」

　

積
村
ビ
ル
管
理
株
式
会
社
に
寄
せ
ら
れ
る
厚
い
信
頼
は
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

集
合住宅が高層化するにつれ、エレベーターは日常

の動線になり、設計の上でも非常に重要な要素に

なっています。団地などではエレベーターを 1 カ所に 2、

3 台まとめ一緒に階段も作り、各階では廊下で各戸まで

つなげていくというパターンが主流でした。

　最近では、廊下を作らず 2 戸で 1 台、など少ない住戸ご

とにエレベーターが分散配置された形式も出てきました。

歩かなくて済むので居住性は高いのですが、分散配置は

稼働数も増えますし、設置コストもかかるため、都心の分

譲マンションなど、高級志向に適した形式ですね。

　集合住宅のエレベーターは、オフィスビルと違って

乗客があまり集中しないため、輸送能力やスピードより

もむしろエレベーターから各戸のドアまでの距離が近い

かどうかなどが使いや

すさに直結しています。

一方、2000 年前後から

増えてきた 40～ 50 階

建ての超高層住宅では、

オフィスビルに近いエ

レベーターコアのバン

ク分けなどが要求され

ることになります。

ただ、以前に比べれば、

エレベーターの平均的

な快適性はものすごく

上がってきています。

集合住宅の設計でも、たとえばエレベーターを何台も

設置する場合は機械室の日陰の問題がネックだったので

すが、マシンルームレスのタイプのものが登場して非常

に楽になりました。また、騒音の問題でエレベーターシャ

フトと住居は隣接させられなかったものですが、リニア

エレベーターなど静音化が進んでくれば、これも変わっ

てくるでしょう。

　集合住宅のエレベーターは、日常的に使うものです

から、あまり機能を追加する必要はないと思うんです。

密閉された空間の息苦しさを精神的にやわらげるような

仕組みができるといいのではないでしょうか。

1972 年、東京工業大学工学部建築学科卒。株式会社日建ハウジングシステム理事・
設計部長。同社に入社以来、30年以上にわたり一貫してマンションの設計を手がけ
る。おもな設計物件に、幕張ベイタウンパティオス12番街、ヴィルヌーブタワー
駒沢などがある。

積
村
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

名
古
屋
を
中
心
に
事
業
を
展
開
す
る
ビ
ル
管

理
会
社
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に

関
す
る
賃
貸
管
理
事
業
と
分
譲
管
理
事
業
を

手
が
け
る
。
創
業
以
来
、「
24
時
間
3
6
5
日

対
応
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
顧
客
の
立
場

に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
常
に
心
が
け
て
い
る
。

■ 

住
所
‥
愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
横
前
町

66
番
地

■ 

設
立
‥
１
９
８
６
年

機能よりも設置場所に工夫が現れる

集合住宅のエレベーター

集合住宅の場合、どんな設置パターンがあるのか。また、オフィ
スビルの場合などと比べて、どのような機能が求められてい
るのか。設計の専門家の立場から、集合住宅のエレベーター
について「集住施設」設計のスペシャリストである宍戸氏に
お話を伺った。

株式会社日建ハウジングシステム

理事・設計部長

宍戸 照二 さん 

Designer's 
Voices



和
田 

幸
三
氏

元
・
中
部
支
社

営
業
第
二
部

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
営
業
第
一
グ
ル
ー
プ
長

（
現
・
北
陸
支
店
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
営
業
グ
ル
ー
プ 

グ
ル
ー
プ
長
）

高
橋 

洋
充
氏

中
部
支
社

営
業
第
二
部

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
営
業
第
二
グ
ル
ー
プ
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東芝エレベータ
株式会社

集合住宅のエレベーターとしては、

どんな機能があり、また何が望まれ

ているか。メンテナンスをする上で

特に注意が必要なポイントはどこに

あるか。ここでは中部地区を対象に

エレベーターのメンテナンスを行っ

ている、東芝エレベータ株式会社中

部支社に話を聞いた。

Communication

ServiceAmenity

maintenance
Safety

Technology

メーカーの立場から…

Maker

Manager
集
合
住
宅
に
お
け
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
特
徴

　

集
合
住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
特
徴

は
ど
こ
に
あ
る
か
。
中
部
支
社
の
和
田

幸
三
氏
に
聞
い
た
。

　

「
集
合
住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
方
が
使
う
も
の
で

す
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
機
能
的

な
面
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
日
頃
使

い
や
す
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と

か
ら
標
準
形
が
主
流
で
す
。
さ
ら
に
最

近
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
が
大
変
重
視

さ
れ
ま
す
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か

ご
室
内
が
見
え
る
防
犯
窓
付
き
ド
ア
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
最
初
か
ら
設
置
さ
れ
る

例
が
増
え
て
ま
す
」

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
合
は
、

駐
車
場
か
ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
至
る
ま

で
、
シ
ス
テ
ム
的
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

面
を
強
化
し
た
計
画
で
建
て
ら
れ
て
い

る
も
の
も
多
い
と
い
う
。
ま
た
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
使
用
す
る
た

め
に
、
ボ
タ
ン
な
ど
は
ユ
ニ
ー
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
主
流
だ
。

　

「
運
行
ス
ピ
ー
ド
も
基
本
的
に
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
に
比
べ
て
遅
め
で
、
毎
秒
60

ｍ
が
主
流
で
す
。
10
階
以
上
の
高
層
住

宅
で
す
と
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
同
等
の
毎

秒
90
ｍ
ク
ラ
ス
の
も
の
も
あ
り
ま
す
」

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
注
意
点

　

具
体
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

「
建
築
基
準
法
に
定
め
ら
れ
た
安
全

装
置
の
確
認
や
、
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
や
ド

ア
関
係
の
点
検
が
主
に
な
り
ま
す
。
現

在
は
遠
隔
保
守
と
い
う
こ
と
で
、
電
話

回
線
を
使
っ
た
24
時
間
の
遠
隔
監
視
と
、

月
１
回
の
遠
隔
点
検
、
さ
ら
に
３
カ
月

に
１
回
は
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

よ
る
実
機
点
検
を
行
い
ま
す
」

　

24
時
間
の
遠
隔
監
視
で
は
、
床
と
の

物
理
的
な
段
差
や
、
ド
ア
の
開
閉
な
ど

も
確
認
で
き
る
。
遠
隔
点
検
の
際
は
、

サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
信
号
を
送
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
自
動
的
に
動
か
し
な
が
ら
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
取
得
す
る
。

　

実
機
点
検
の
時
間
帯
は
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
に
比
べ
て
利
用
者
が
集
中
す
る
時

間
帯
な
ど
の
制
約
は
な
い
た
め
、
平
日

の
昼
間
な
ど
利
用
の
少
な
い
時
間
帯
に

比
較
的
自
由
に
設
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

点
検
の
際
に
、
集
合
住
宅
な
ら
で
は

の
注
意
点
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
落
書
き
や
、
乗
り
場
の
ボ
タ
ン
を

傷
つ
け
る
な
ど
の
い
た
ず
ら
で
す
。
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
と
比
べ
る
と
お
子
さ

ま
の
ご
利
用
が
多
い
た
め
、
扱
い
方
が

荒
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
自
転
車
を
乗
せ
た
り
し

た
と
き
に
ド
ア
が
へ
こ
み
、
開
閉
に
支

障
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ド
ア
は

精
密
な
調
整
が
必
要
な
部
位
な
の
で
、

特
に
注
意
し
て
点
検
し
ま
す
」

　

一
般
に
、
賃
貸
よ
り
も
分
譲
の
方
が

「
自
分
で
買
っ
た
」
と
い
う
意
識
が
高

い
た
め
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
め
た

共
有
部
分
も
丁
寧
に
利
用
さ
れ
て
い
る

傾
向
は
あ
る
と
い
う
。

集
合
住
宅
な
ら
で
は
の
機
能

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
ど
ん
な
機
能

が
使
わ
れ
て
い
る
か
。

　

「
高
級
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、

I
C
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
と
連
動
さ
せ
て
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
階
に
し
か
行
け
な
い
各
階
切
り
離

し
運
転
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

災
害
対
策
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　

「
地
震
対
策
は
、
閉
じ
込
め
事
故
な

ど
地
震
の
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

入
居
者
の
方
々
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

防
災
・
防
犯
以
外
の
機
能
も
あ
る
。

　

「
集
合
住
宅
で
は
ペ
ッ
ト
や
生
ゴ
ミ

な
ど
も
乗
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
消
臭
装

置
の
ご
要
望
は
多
い
で
す
ね
。
換
気
と

は
別
に
、
芳
香
剤
を
付
け
た
り
す
る
タ

イ
プ
で
す
。
ペ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
ペ

ッ
ト
が
乗
っ
て
い
る
時
は
ペ
ッ
ト
ボ

タ
ン
が
点
灯
す
る
と
い
う
装
置
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
最
近
、
か
ご
室
内
に
後
付

け
で
設
置
可
能
な
ク
ー
ラ
ー
を
開
発
し

て
、
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」

（
営
業
第
二
部
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
営
業
第
二
グ

ル
ー
プ
・
高
橋
洋
充
氏
）

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
や
生
活
ス
タ

イ
ル
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
は
２
０
０
６
年
９
月
30
日
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
中
の
記
載
事
項
は

こ
の
時
点
で
の
も
の
で
す
。



 特集●シリーズ「防災を科学する」

火災と都市・交通

密集地域などに発生する
都市型火災に備える

Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

P
u
b
lic

  T
ran

sp
ortation

 P
rio

rity
 S

y
ste

m
s

の
略
で
、
日
本
語
に
直
す
と
公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
と

な
る
。
バ
ス
が
信
号
の
と
こ
ろ
に
来
る
た
び
に
停
車
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
い
ら
い
ら
し
た
経
験
を
持
っ
た
人
も
多
い

は
ず
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
を
使
う
こ
と
で
、
バ
ス
は

目
的
地
ま
で
、
信
号
機
の
前
で
停
止
す
る
こ
と
な
く
（
も

し
く
は
最
小
限
の
停
止
だ
け
で
）
ス
イ
ス
イ
と
進
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
。
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
と
、

バ
ス
の
路
線
の
交
差
点
に
光
ビ
ー
コ
ン
（
光
学
式
車
両
感
知

器
）
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
バ
ス
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
車

載
機
か
ら
送
ら
れ
る
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
信
号
機
を

調
整
し
て
い
る
の
だ
。

　

最
近
は
、
こ
の
P
T
P
S
が
日
本
各
地
で
使
わ
れ
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
き
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
地
域
の
交
通
局
・

警
察
主
導
に
よ
る
も
の
だ
が
、
慶
應
大
学
・
湘
南
藤
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
行
き
バ
ス
の
ユ
ニ
ー
ク
な
例
も
あ
る
。
湘
南
台

か
ら
出
て
い
る
こ
の
バ
ス
は
、
大
学
ま
で
に
信
号
機
が
多

く
、
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
業
を
煮
や
し
た
慶

應
の
先
生
た
ち
が
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、
P
T
P
S
を
開
発
、

実
験
と
称
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
大
学
ま
で
の

通
学
時
間
を
大
幅
に
短
縮
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。

通
常
P
T
P
S
を
導
入
す
る
と
な
る
と
、
大
幅
な
設
備
投

資
が
必
要
と
な
る
が
、
大
学
側
が
独
自
に
や
っ
て
く
れ
た

の
で
公
安
委
員
会
も
大
歓
迎
と
い
う
わ
け
だ
。

　

と
も
あ
れ
、
道
路
交
通
法
の
改
正
で
駐
車
違
反
に
対
す

る
取
り
締
ま
り
が
一
層
厳
し
く
な
っ
た
昨
今
、
改
め
て
使

い
や
す
く
な
っ
た
バ
ス
の
使
用
を
見
直
し
て
み
る
の
も
い

い
か
も
し
れ
な
い
。（
談
）

二連結バスや I T S（ 高度道路交通システム）を活用した運行システムなど、
バスの欠点であった輸送量や定時性を改善するために新しい試みが進んでいる。
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